




























うに、結晶変態で、熱伝導度は約 112~こ小さくなる。また、図 3 の熱電能の温度変化では結
晶変態で、熱電能は約 1/10に小さくなることがわかる。機械的堅さも大きく異なることがわ
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て算出した。 Cu濃度 35%まで、比較的大き
な磁気熱量効果があることがわかった。
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(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
今回の研究成果は、「室温付近で電気的・熱的・機械的特性に大きな熱履歴を持つ材料」と
いう発明名称で、発明委員会に報告した。審査の結果、発明内容は大学の帰属とならなかっ
た。
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、
今後、新規な磁気熱量材料の開発と、磁気冷凍機器の開発作成を進めてし、く。
(5）利用施設
この研究では、総合研究棟1階に導入されている「極限環境先進材料評価システム」を利
用して、作成した材料の電気・磁気・熱特性を総合的に評価している。利用日数は、一月に
8日程度、年間80日程度である。（本システムでは、保守点検や修理のために 50日程度を
あてている）
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